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財団法人 日本サッカー協会 

平成 19年度 第 3回理事会 

協議事項 

 １． 評議員交代の件 

   

１．(社)大分県サッカー協会 

（現）         （新） 

 古川 貴（専務理事） → 大場俊二（専務理事） 

 

２．(社)宮崎県サッカー協会 

（現）         （新） 

 小川 新市（専務理事） → 丸山 宗生（副会長） 

 

 ２． 委員・部会員交代の件 

   

天皇杯実施委員会 

 関東代表  現） 安田 一男 → 新） 植田 昌利 

 

競技会委員会 第２種大会部会 

 関西代表  現） 樋川 利雄 → 新） 松田  司 

 

競技会委員会 第４種大会部会 

 関西代表  現） 今西 啓悦 → 新） 森本 吉彦 

 

競技会委員会 女子大会部会 

 関西代表  現） 中野  孝 → 新） 北口 伸夫 

 

 ３． 後援名義使用申請の件 

   

※（協議）資料№1 

 

催事名称：「かんきょうみらいカップ２００７」 

主  催：環境未来カップ実行委員会（札幌市、(財)北海道サッカー協会、北海道新聞社） 

特別協力：㈱北海道フットボールクラブ 

協  力：札幌地区サッカー協会、札幌市サッカースポーツ少年団、札幌市環境プラザ 

後援(予定)：(財)日本サッカー協会、(社)日本プロサッカーリーグ、札幌市教育委員会 

協  賛：事業内容に賛同し、協賛金や物品の提供に協力いただける各企業 
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会  期：2007 年 7 月 2日～12 月 28 日 

参加対象：札幌市内の小学生及び札幌地区サッカー協会に所属しているサッカー少年団のﾒﾝﾊﾞｰ 

 

 ４. 基本規程改正の件 

   

※（協議）資料№２①② 

 

 ＜概要１＞ 

ＦＩＦＡより、「各国協会は、選手の地位・移籍に関するＦＩＦＡ規則のうちＦＩＦＡが指定

した条項に関して各国協会の国内規程に含め、ＦＩＦＡの承認を受けなければならない」との

通達を受けている(2006 年 11 月６日付)。 

これを受け、本協会の基本規程の関連条項について改正を行う。 

 

＜概要２＞ 

寄附行為と基本規程の内容が合致していない箇所があるため、改正を行う。 

 

 ５. 「プロサッカー選手に関する契約・登録・移籍について」規程改定の件 

   

※（協議）資料№３ 

 

 ＜概要＞ 

日本サッカー協会選手契約(統一契約)のプロＡ契約における最低報酬年額 480 万円設定の理事

会承認を受け(平成 19 年第１回理事会)、「プロサッカー選手に関する契約・登録・移籍につい

て」規程を改定する。 
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 ６. 功労者表彰の件 

   

 協会名 氏 名 生年月日 前役職 

1 (社)青森県サッカー協会 三浦 光夫 昭和 7年 9月 2日 会長 

2 (社)岩手県サッカー協会 藤田 春雄 昭和 10 年 5 月 21 日 理事長 

3 NPO 山形県サッカー協会 小澤 繁 昭和 12 年 5 月 12 日 副会長 

4 北信越サッカー協会 (故)佐々木 誠 昭和 24 年 3 月 29 日 理事長 

5 (社)滋賀県サッカー協会 蜷川 信雄 大正 14 年 12 月 8 日 副会長 

6 (社)島根県サッカー協会 福島 幸雄 昭和 27 年 9 月 12 日 副会長 

7 (社)山口県サッカー協会 佐内 正治 大正 15 年 6 月 9 日 会長 

8 (社)山口県サッカー協会 神代 祥男 昭和 5年 2月 7日 副会長 

9 (社)徳島県サッカー協会 杉原 秀晴 昭和 29 年 2 月 26 日 専務理事 

10 (社)愛媛県サッカー協会 加藤 健次 昭和 23 年 1 月 10 日 副会長 

11 (社)愛媛県サッカー協会 権名津 朗 昭和 31 年 10 月 6 日 理事長 

12 (社)熊本県サッカー協会 荒木 時彌 昭和 6年 2月 11 日 会長 

13 (社)熊本県サッカー協会 永井 隆一 昭和 4年 1月 3日 副会長 

14 (社)沖縄県サッカー協会 小磯 一夫 昭和 10 年 5 月 21 日 副会長 

15 (社)沖縄県サッカー協会 當真 文貴 昭和 14 年 8 月 8 日 副会長 
 

 ７. 2007 年競技規則改正の件 

   

※（協議）資料№４ 

2007 年競技規則の改正は、別紙の通り。 

 

 ８. 2007 年度フットサル 1級審判インストラクター認定の件 

   

 ５月４、５日に 2007 年度フットサル 1級審判インストラクター認定講習会を実施した。 

審判委員会で審議した結果、次の２名を 2007 年度フットサル 1級審判インストラクターとして

認定したい。 

 

①伊崎
いざき

 公男
きみお

（関東（東京：50歳）   

 元 1級審判員（Ｊリーグ担当：1992～2000 年） 

フットサル審判指導歴３年 

 

②鈴
すず

木
き
 亮

ふさ
哉
や
（関東（東京）：45歳） 

 １級審判員（Jリーグ担当：1996 年～） 

元フットサル国際審判員（2000～2006 年）、 

 AFC フットサル選手権大会参加（2000、2001、2002、2004、2005、2006 年） 

 FIFA フットサル選手権大会参加（2000 年） 

 JFA 審判委員会フットサル部会員 
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 9. ＪＦＡロングパイル人工芝ピッチ公認の件 

   

１．公認申請者：中津市（大分県） 

施 設 名：弾海ふれあい広場多目的グラウンド（大分県・中津市） 

施設所有者：中津市長 新貝正勝 

ロングパイル人工芝：ビッグターフ[66-MIX]/日本フィールドシステム㈱ 

公 認 日：平成19年6月14日～平成22年6月13日 

公 認 番 号：第 57 号 

 

＜特記事項＞ 

 ビッグターフ[66-MIX]は製品検査（ラボテスト）を完了し、JFA ロングパイル人工芝

基準を満たしている。 

 公認規程に基づき２回の検査（フィールドテスト）を実施し、JFA ロングパイル人工

芝基準を満たしている。 

   

 

 

 

 10. 平成 18 年度公認Ｓ級コーチ養成講習会判定結果の件 

   

全てのコースを修了し、筆記試験・口頭試験・指導実践・レポート全てにおいて合格したため下

記２名を公認Ｓ級コーチと認定する。 

 

氏  名 ：福田 正博（ふくだ まさひろ） 

所  属 ：JFA アンバサダー/有限会社ワントップ 

生年月日 ：1966 年 12 月 27 日 

資  格 ：2003 年 公認 B級コーチ（旧 C級コーチ） 

指導歴  ：2006 年－ 浦和レッズユースチーム  

 

氏  名 ：手倉森 浩（てぐらもり ひろし） 

所  属 ：（社）山形県スポーツ振興 21世紀協会 モンテディオ山形 

生年月日 ：1967 年 11 月 14 日 

資  格 ：2002 年 公認 A級コーチ（旧 B級コーチ） 

指導歴  ：2006 年－ モンテディオ山形ユース監督 

      2002 年－2005 年 モンテディオ山形トップチームコーチ 

 

※ 参考： 現 S級コーチライセンス保持者数 245 名 

 

 11. 平成 19 年度公認指導者養成講習会（Ｓ級）受講者の件 
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※（協議）資料№5 

平成 19 年度公認 S級コーチ養成講習会の受講者を別紙の通りとする。 

 

 12. 大学・専門学校における指導者養成講習会の件 

   

以下の大学・専門学校において、平成 19年度以降より公認Ｃ級・Ｄ級コーチ養成講習会の開設を

認める。 

 

１．吉備国際大学（岡山県）（Ｃ級・Ｄ級） 

インストラクター：河内 勝幸（公認 47FA インストラクター） 公認 S級コーチ  

          

  参考：開設認定校数  大学：20校  短大：2校  専門学校：14校 

 

 13. 平成 19 年度トレセン／地域リーグ・Ｕ－16地区リーグ支援制度の件 

   

※（協議）資料№6 

 

トレセン／地域リーグおよびＵ－16 地区リーグの募集に申請のあった地域に対して、審査し

別紙の通り支援金を支払う。 

なお審査の結果、支援対象とならなかった地域に対しては、修正点を明示する。今後追加支援

を実施する場合には修正点の改善状況を確認し、結果により追加支援の対象とする。 

 

 14. 平成 19 年度 47FA ユースダイレクターの件 

   

※（協議）資料№7 

 

各 47FA により承認された今年度の 47FA ユースダイレクターを JFA として任命する。 

 

 15. 2 種 3種リーグ改革支援制度の件 

   

※（協議）資料№8①② 

 

「世界のトップ 10」を目指しすすめている、「リーグ戦の導入／リーグ化」の取り組みを「リ

ーグ戦文化の醸成／拮抗したリーグ戦の実施」にステップアップしていくため支援制度を実施す

る。 

 

 16. なでしこ vision の件 

①  ②   
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  ※（協議）資料№９ 

 

 17. キャプテンズ・ミッション(ＣＨＱ)関連事項の件 

   

Ⅰ．平成 19年度「ＪＦＡメンバーシップ制度基本還元金」について(協議事項) 

１．交付金「組織基盤(法人格)」の対象協会 (現段階：合計 46 協会) 

 宮崎県サッカー協会 

１)法人格を取得した時期：2007 年５月 24 日 

２)法人の形態：社団法人 

３)届け出書受付日：2007 年６月１日 

４)支給金額：100 万円 

 ※平成 19 年度の内、４月～６月での認定となるため、規定により 100％を支給。 

 

２．交付金「組織基盤(常勤事務局体制)」の対象協会 (現段階：合計 47 協会) 

 (社)大分県サッカー協会 

１）常勤事務局体制が整備された時期：2007 年５月 31日 

２）基準対象者：岐津 宏史 (事務局長) 

３）申請書受付日：2007 年６月４日 

４）支給金額：150 万円 

※平成 19年度の内、４月～６月での認定となるため、規定により 100％を支給。 

 

Ⅱ．ＪＦＡスポーツマネジャーズカレッジについて(報告事項)  

１．ＪＦＡスポーツマネジャーズカレッジ概要 

 

 目的 

マネジメントの力を強化することで、魅力あるスポーツクラブづくりを推進し、 

地域社会により貢献していける優れたクラブマネジャーを養成する 

 対象 

地域スポーツクラブ、Ｊクラブ、都道府県サッカー協会などの運営に携わる方 

 コース 

Ｇｒａｄｅ１ ＳＭＣ入門講座    (今秋開講予定) ※ 新設 

Ｇｒａｄｅ２ ＳＭＣサテライト講座 (今秋開講予定) ※ 新設 

Ｇｒａｄｅ３ ＳＭＣ本講座     (2007 年８月４日開講) 

 

２．ＳＭＣ本講座(Ｇｒａｄｅ３)受講生募集 

 

 受講料 

20 万円 

 受講対象者 
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地域スポーツクラブ、Ｊクラブ、都道府県サッカー協会などの運営に携わる方(募集枠

約 30名) 

 応募方法 

2007 年６月 29日(金)(17 時必着)必要書類を郵送にてＪＦＡに提出。 

 

 


